
はじめに

ミズダコは、世界で最も大きくなるタコの１種

です。大きいものでは全長３m、体重５０kg近くに

なり、北海道では馴染みの漁獲対象です。ミズダ

コは卵からふ化したあと、２～４ヶ月ほど浮遊生

活を行います。海底に着底するころには、親と同

じようなタコの形となり、その後、成長していき

ます。ふ化から４～５年たつと成熟して産卵する

ようになります。成熟したときには、オスはメス

へ精子の入ったカプセルを受け渡す交接という行

為を繰り返し、メスは体の中に精子を蓄えます。

そして、６～７月ごろにメスは巣穴に潜り込んで

体内に貯めた精子で受精をさせながら卵を産み、

卵の保護を開始します。卵の保護は約半年～１０ヶ

月近くと長期間にわたります。卵がふ化するころ、

メス親は一生を終えます１）。このように、産卵は子

孫を残すための大切な一生に一度のイベントです。

産卵場はどこ？

大切な産卵ですが、北海道周辺の海の中のどこ

で産卵しているのかは、ほとんど知られていませ

んでした。これまでの産卵の記録をまとめますと、

人工的に作った産卵礁や漁具に卵を産み付けてい

た報告があります（表１）。記録された場所の水深

を見ると、３３～７３mと比較的深いことがわかりま

す。この水深であれば、ダイビングなどで見るこ

とは難しく、水中ロボットカメラなどでなければ

見つけることはできません。そもそも、広い海の

どのような場所にあるのかもわかりませんので、

探すのをあきらめていました。そんなとき、２０１４

年にNHKエンタープライズの天野元裕氏から、ミ

ズダコの生態に関する問い合わせがあり、その中

で知床半島の羅臼町沿岸でミズダコが産卵してい

る様子を観察できるという貴重な情報を頂きまし

た。観察しているのは、羅臼町在住のプロ水中カ

メラマンの関勝則氏（知床ダイビング企画）でし

た。これはミズダコの産卵場を調査できるチャン

スと思い、さっそく関さんを訪ねました。
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表１ 北海道周辺海域でミズダコの産卵が確認さ
れた場所
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図１ ミズダコの産卵・保護が観察されている羅
臼町の沿岸

岸の近くに産卵場が

関さんに教えて頂いた産卵場は、ダイビングツ

アーにも利用している海域で、岸から歩いていけ

る距離にありました（図１）。つまり、ダイビング

関係者の間ではミズダコが羅臼町沿岸で産卵して

ることは周知の事実だったわけです。さらに、関

さんの写真集３）では、ミズダコが卵を保護している

様子の写真が掲載されており、あらためて自分の

勉強不足を反省しました。ただし、科学的な調査

は行われてこなかったので、関さんの協力をえて、

ミズダコの産卵場の環境調査を行いました。

まずは水温

関さんのお話によると、これまで産卵が確認さ

れている巣穴は複数ありました。そこで、水深が

異なる３箇所の巣穴（水深１５m、２５m、４０m）に、

水温計（TidbiT v2、Onset社製）を設置して頂き

ました。その結果、ミズダコが産卵したあとの夏

に、水温は１８℃を超える日はほとんどなく、冬に

はマイナスとなっていました（図２）。北海道沿岸

の 水 温 情 報（http://www.saibai.or.jp/water_

temperature、２０１６年１１月７日）によりますと、８

月から９月に最も沿岸水温が高くなるのですが、

根室海区だけが水温が１８℃より低いままです。北

海道内において羅臼町沿岸の海は涼しい海である

と言えます。また、ミズダコは水温１８℃を超える

海域を避けて深場へ移動する４）ので、もしかしたら、

この水温はミズダコの雌親が岸近くで産卵・保護

できる水温の上限かもしれません。

次に地形調査

巣穴が観察される場所は、地形的な特徴がある

のではないか？と考えて、北海道立総合研究機構

（以下、道総研）地質研究所の内田康人氏、道総

研さけます・内水面水産試験場の宮腰靖之氏と産

卵場の地形調査を行いました。産卵が認められた

海域の３００m×３００mの範囲について、魚探による深

図２ ミズダコの巣穴の水温の季節変化

図３ 地形調査に使用したハイドロバイク
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度調査、サイドスキャンソナーによる底質調査、

空撮による藻場分布調査を行いました。調査には、

ハイドロバイクを用いました（図３）。このハイド

ロバイクは、船が入りにくい岸近くの地形調査を

行うことができます。調査は２０１５年７月１３日から

１６日に行いました。

その結果が図４です。この海域は、岸から約３００

mのところで水深約６０mとなっていました。底質

は岸近くに岩場、その沖側に礫場となり、水深１０

～２０mから砂地となっていました。藻場はコンブ

類が主体であり、主に岩盤上に認められました。

関さんから、巣穴の位置と過去１０年間で産卵が

確認された回数の情報を頂いて、地形的な特徴と

比較してみたところ、はっきりとした傾向は認め

られませんでした（表２）。特定の水深帯に巣穴が

集中していることはなく、急勾配の場所に作られ

るわけでもなく、岩場や藻場の中にあるというわ

けでもありませんでした。つまり、ミズダコの巣

穴は地形的に特徴のある場所に作られるというわ

けではありませんでした。

巣穴の画像を見ると

最後に、それぞれの巣穴について関さんに写真

を撮って頂きました（図５）。それを見ますと、ミ

ズダコの巣穴は、岩の隙間や下に認められていま

した。その周辺は岩場であったり、礫場であった

図４ ミズダコの産卵・保護が観察された沿岸域の水深、傾斜角、底質、藻場の分布状況
●：ミズダコの巣穴の位置
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り、砂場であったりと、巣穴周囲の環境は様々で

した。つまり、ミズダコの巣穴に適した隙間さえ

あれば、周囲がどのような地形でも関係なくミズ

ダコは産卵・保護していました。むしろ、隙間の

構造こそが、ミズダコが産卵・保護する重要な要

素であることが推定されました。

おわりに

ここまでの結果をまとめますと、ミズダコが産

卵・保護する巣穴は、水温が最高でも１８℃を超え

ない場所で、巣穴周辺の地形は関係なく、産卵・

保護に適した隙間であると思われました。しかし、

ここで産卵・保護に適した隙間とは？という疑問

が残ります。そこで、水産試験場では引き続きミ

ズダコの巣穴の構造や産卵生態に関する調査に現

在取り組んでおります。将来、興味深い成果をご

紹介したいと思います。

最後に、本調査にご協力くださった羅臼漁業協

同組合の皆様、NHKエンタープライズの天野元裕

様、知床ダイビング企画の関勝則様、公立はこだ

てみらい大学の和田雅昭様に厚くお礼申し上げま

す。
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表２ ミズダコ巣穴と海底地形との関係

図５ ミズダコ巣穴の撮影例
矢印が巣穴の入口
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